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豊福小校長室より      

 

 

 

※カラー版は学校HPに掲載中です  令和６年５月２３日  第６号 校長  志水 英子 

豊福小学校の子供たちに身に付けさせたい力  

１ よりよく関わりつながる力 
今日は、「２ 適切な受け答え」について考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

相手の投げかけに「反応」することは、人と人がよりよく関わり、つな

がるための第一歩です。もし、自分に話しかけられたとき、相手に反応

を返さなかったとしたら、どうなるでしょうか？相手は、きっと、この行

為を「無視された」と捉えるのではないでしょうか。トラブルになってし

まいそうですし、良好な人間関係にはならないと思います。「適切な受

け答え」は、人と人がよりよくつながるために、ぜひ身に付けさせたい

姿です。子供たちの生活を豊かにしていくと考えます。 

ポイント①「確認」 

誰かに話しかけられたら、まず、相手の顔を見て、自分に何を伝え

たいのかなあと耳を傾ける。「はい」と返事をしたり、うなずいたりし

てほしいです。「相手意識」の出発点です。 

ポイント➁「反応」 

「反応」することが大切です。子供たちに適切な言葉を返すことがで

きるようになってほしいです。笑顔であれば、なお素晴らしいです。  
 

＜保護者の皆様へ＞6月12日（水）～引き渡し訓練を実施します～ 
①引き渡しカード（ピンク）に記入後、スマホ等に画像を保存し、学校に提出を。 
②登録された「引き取り者」の方と必ずデータを共有してください。 
③引き渡し確認は、緊急時を想定してデータで行います。 ※カード（紙）でも可 

              

3年生を対象に自転車教室を実施しました 
5月22日（水）、宇城地区交通安全協会から交通安全教育講習員の方々を 

講師にお迎えし、3年生を対象に、自転車の安全な乗り方について教えていた

だきました。自転車事故は、一度間違えば、命に関わる重大事故となる可能性

があります。また、近年においては、児童が事故の加害者となり、莫大な損害

賠償が課せられた事例もあります。子供たちは、数年後、中学校進学に伴い､

自転車通学をしなければなりません。交通ルールを理解すると共に、運転技能

を習得する必要があります。お子様の自転車については、必ず点検・整備をお

願いします。是非とも､親子で自転車の乗り方を練習する機会を設けられるこ

とをお勧めします。 

  

 
 

１ 明るいあいさつと返事 

２ 適切な受け答え（相手を見る、言葉を返す） 
３ 「ありがとう」と感謝の気持ちを伝えること 
４ 相手意識をもった「揃えること」 

（トイレのスリッパ、時間等） 
５ 相手意識をもって発表し、学び合う態度 
６ よく観る、よく聴く態度 

～安全な自転車の乗り方について～ 

御存知のとおり、熊本県では、令和３年１０月１日から、自転車 

利用中の事故で、他人にケガをさせてしまった場合などの損害を賠償できる保険等の

加入が義務化されています。そして、令和５年４月１日からは、 全ての自転車利

用者についてヘルメット着用が努力義務となっています。本校区は、交通量が大変

多く、自転車事故につながらないかと心配しております。 

安全な自転車の乗り方については、学校でも指導を行っていきますが、保護者の

皆様の責任のもと、自転車の安全利用に努めていただきますよう宜しくお願いします。 
 


